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2018年9月16日～9月26日　開催地：ヨルダン
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メインラウンド一回戦は、今大会直前に親善
試合を行ったバーレーン。親善試合では、バー
レーンの力強く組織的なＯＦを守りきることがで
きず、連敗している。日本チームはＤＦの約束
事を徹底し、ＯＦでは人とボールを動かしながら
前を狙うことを確認して試合に臨んだ。
　バーレーンボールでスローオフ。開始直後か
ら日本セブンの闘志あふれるＤＦでバーレーン
ＯＦを遮断、それを速攻につなげて連続得点を
奪う。バーレーンに与えた７ｍＴもＧＫ矢村がこ
とごとくシャットアウトし、前半10分で7-0とリード
する。その後もＣＢ安平のクイック、ＲＷ梶山の
サイドで加点し、前半を14-8で折り返した。

後半に入るとバーレーンは点差を詰めるべ
く、積極果敢に日本ゴールを襲う。日本は消極
的なＯＦからミスが続き、頼みのＤＦでも前半の
ような積極性がなく、失点を重ねてしまう。後半
10分までに5連取を許し、16-16の同点に追い
つかれてしまう。日本はＬＷ可児の回り込み、Ｃ
Ｂ石田のミドルで再びリードするも、その後7連
取され、25分には20-25と5点のリードを許して
しまう。日本は、ＲＷ梶山のサイド、ＧＫ石濱が
直接ゴールを奪うなど、意地を見せるも最終ス
コアは23-27で敗れた。

明日の対戦相手は地元ヨルダン、世界選手
権の出場権を獲得するためには負けられない
一戦である。選手、スタッフ一丸となってしっか
りと準備をして戦いに臨みたい。
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吉田耕平報告記入者　：
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　【　第８回 ユースアジア選手権　】
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